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優しく強い子に！ ● 三多摩リーグ ３/１７ (文化大Ｇ)
〇南八王子Ｕ １５ ０-２ 東京五日市Ｕ 15
Ｕ-15カテゴリの最後の試合でした。

15 期生にとっては南八ジュニアユースの集大成のゲ
ーム。
ベンチのコーチ陣も含め、全員の勝ちへの気持ちは

高かったです。ピッチに立った一人一人はよく闘って
いました。コーチ陣も熱が入り、ベンチから一緒に闘
うことが出来ました。
一人一人が 60 分間を通して、自分というものを表

http://www.minamih.net/ 現できていたのではないでしょうか。
１９・ ３・２０（水） 確かにミスはたくさんありました。しかしそれは、
南ＮＥＷＳｎｏ １４７ その分チャレンジや駆け引き、多くのとらいあがあっ

たということ。
そこで、今日の 60分間での経験をみんなはどれだけ「実感」で

きていますか。それぞれの「実感」があるはずです。ベンチから
見ていたコーチの立場の「実感」をいくつか書きます。
正直、中盤や守備陣では相手を上回るゲーム展開で運べていま

した。しかし結果は 0-2で一点も取れずに敗れましたね。
ここがサッカーの難しさ。どんなにゲームを支配しても、最後

に相手が 1点でも多く点を取っていたら負け。
相手は優勝が懸かっており、絶対に勝ちたい試合。そこを苦し

い展開のなかでも我慢して耐え、勝ち切るところには、相手に強
さがありました。
全員、とても悔しそうでした。我々コーチ陣も悔しかった。

もっとベンチから効果的なサポートができたのではと今でも考え
てしまいます。でも、全員 2点取られても諦めていなかった。ピ
ッチ上の皆さんはたくましかったですよ。試合後のみんなは、悔
しさをにじませつつも、やり切った姿でした。

Ｕ－１５最後の試合のレポートです。小林コーチの卒業生への
贈る言葉が綴られています。国立高専，国立，八王子東・日野台
等のレベルにも合格し，勉強も部活をＧＡＭＢＡり，南
も楽しんだ１６人の仲間達が卒業します。
他に優しく，強く生きてください。みんなの願いです。

結果はどうであれ、今日の内容は良かったです。高校サッカー
や次なるステージへの自信に繋げていってほしいと思います。
しかし、満足ではありません。満足したらそこで成長は終わり。
ミスや反省が必ずあるはず。1つ1つを振り返って改善する努力が
大切です。それは何事においても。
そして、一人一人それぞれが今日の水準でやれることが分かっ

たはず。次からはそれが「基準」ですよ。どんどん自分への要求
水準を上げて高みを目指していきましょう。
でも、一人で高みを目指すのは大変です。だけど自分の周りに

は15期生の仲間がいます。16期生・17期生の後輩、コーチ陣もい
ます。残り少ない南八ジュニアユースとしての時間と空間を仲間
と共に充実させて突っ走て行きましょう！！！ ｂｙ小林コーチ
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３年生交流戦
2019-3-16（土）会場：由井第三小学校

〇めあて：技を使う、ゲーゲンプレッシング、渡り廊下を使う

〇（総当たりリーグ戦 15分ハーフ）
①×南八王子 0-1 エルマーズ （前半 0-1）
②×南八王子 0-6 大和田 （前半 0-3）

〇（フレンドリー 15分 1本）
③×南八王子 0-1 エルマーズ

2年生のみで戦い大健闘。惜しくも破れましたがボールへの寄り、ドリブル突破時の
サポートがすばらしかったです。
④△南八王子 1-1 大和田 得点：カイリ君
相手が 7人になったので 2年生ユウセイ君が相手チームに助っ人参加し大活躍。大和
田のゴールはユウセイ君がハーフラインからドリブルで 2人抜いて絶妙のスルーパスか
ら。南は 10分にカイリ君がドリブルでペナルティエリア内へ切り込んでゴール。

★試合を振り返って

優秀選手賞はマサムネ君。全力で走って守る回数の多さに加えて、ドリブル突破に何度

もチャレンジしていました。

フレンドリーマッチでは良いプレーがたくさん見られました。2年生だけで戦ったエル
マーズ戦、味方同士の距離が近く、上級生相手にみんなでボールを奪えていました。もう

一人優秀選手を選べたなら、ヒデオ君だったでしょう。首をよく振って逆サイドを注意

し、最終ラインに出たボールはほぼ彼が第一DFになっていました。予測、走力がすばら
しかったです。

また、ミノリさんのボールを持った相手への寄せ方がとても上手でした。ステップを踏

みながら相手の動きをよく見ていて、かんたんに足を出して抜かれない守備をしていまし

た。

4本目に大和田チームの一員としてプレーしたユウセイ君のドリブルがすごかったで
す。DFの足の届かないところへボールをすいすい運び、引っかかりそうになってもとっ
さに足裏やアウトサイドを使ってかわしていました。この試合でのユウセイ君にはドリブ

ル開始時にスペースがありプレーに余裕がありました。大和田の攻撃を引っ張り、南をき

りきり舞いさせていました。

3年生も2年生の活躍に刺激されてよく走り、ドリブル突破も増えました。
ｂｙ中村元コーチ
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